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The present condition and issues of Teaching Theory & Methods of  













































第2回 保健体育の目標 体育分野の目標 
第3回 各分野の内容第一、第二学年 目標 体つ
くり運動 器械運動 
第 4 回 各分野の内容第一、第二学年 陸上競技 
水泳 球技 
第5回 各分野の内容第一、第二学年 武道 ダン
ス 体育理論 
第 6 回 各分野の内容第三学年 陸上競技 水泳 
球技 
第7回 各分野の内容第三学年 目標 体つくり運
動 器械運動 
第8回 各分野の内容第三学年 武道 ダンス 体
育理論 
第 9 回 内容の取扱い 体つくり運動 器械運動 
陸上競技 水泳 体育・スポーツに関する一般常識
問題 




















































































第二学年 A：体つくり運動 B：器械運動 C：陸
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上記の文章は学習指導要領における第一学年及







「B：器械運動 ア．マット運動 イ．鉄棒運動 ウ．
平均台運動 エ．跳び箱運動」 
「C：陸上競技 ア．短距離・リレー 長距離 ハ
ードル走 イ．走り幅跳び走り高跳び」 
「D：水泳 ア．クロール イ．平泳ぎ ウ．背泳
ぎ エ．バタフライ」 
「E：球技 ア．ゴール型 イ．ネット型 ウ．ベ
ースボール型」 












































(4) 第 6 回～第 8 回 各分野の内容 第 3 学年 
A体つくり運動 B器械運動 C陸上競技 D水泳 
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「B：器械運動 ア．マット運動 イ．鉄棒運動 ウ．
平均台運動 エ．跳び箱運動」 
「C：陸上競技 ア．短距離・リレー 長距離 ハ
ードル走 イ．走り幅跳び走り高跳び」 
「D：水泳 ア．クロール イ．平泳ぎ ウ．背泳
ぎ エ．バタフライ」 
「E：球技 ア．ゴール型 イ．ネット型 ウ．ベ
ースボール型」 




















































(5）第 9 回～第 10 回 内容の取扱い 体つくり運
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－ 50 － 



























保健体育科教育法 体育分野 小テスト 
保健体育 
目標 
 （   ）と体を一体としてとらえ、運動や健康・（    ）についての理解と運動の
（   ）的な実践を通して、（    ）にわたって運動に親しむ資質や（   ）を育
てるとともに健康の（      ）のための実践力の育成と（    ）の向上を図り、
明るく豊かな生活を営む（     ）を育てる。 
体育分野 第一学年及び第二学年 
目標 
運動の（     ）な実践を通して、運動の楽しさや（     ）を味わうことができ
るとともに、（    ）や技能を身につけ、運動を豊かに（    ）することができる
ようにする。 
運動を（     ）に行うことによって、体力を高め、心身の（      ）発達を図
る。 
運動における競争や（    ）の経験を通して、（     ）に取り組む、互いに協力




運動の合理的な実践を通して、運動の（    ）や喜びを味わうとともに、知識や（    ）
を高め、（    ）にわたって運動を豊かに実践することができるようにする。 
運動を（    ）に行うことによって、自己の（     ）に応じて体力の（    ）
を図る能力を育て、（     ）の調和的発達を図る。 
運動における（    ）や協同の経験を通して、公正に取り組む、互いに（    ）す
る、自己の（    ）を果たす、（    ）するなどの意欲を育てるとともに、健康・






次の運動を通して、体を動かす楽しさや（     ）を味わい、体力を高め、（   ）
に適した運動を身に付け、（        ）ことができるようにする。 
 
 （      ）の運動では、心と体の関係に気付き、体の調子を整え、仲間と交流す
るための手軽な運動や（    ）な運動を行うこと。 
 （     ）高める運動では、ねらいに応じて、体の柔らかさ、（    ）動き、力
強い動き、動きを（    ）する能力を高めるための運動を行うとともに、それらを
組み合わせて運動の計画に取り組むこと。 
 
体つくり運動に積極的に取り組むとともに、分担した（    ）を果たそうとすることな
ど や、健康・安全に気を配ることができるようにする。 
体つくり運動の意義と行い方、運動の計画の立て方などを理解し、課題に応じた運動の取り
組み方を（    ）できるようにする。 
 
B 器械運動 
次の運動について、（    ）ができる楽しさや喜びを味わい、その技がよりよくできる
ようにする。 
 マット運動では、（    ）系や巧技系の基本的な技を（    ）に行うこと、条件
を変えた技、発展技を行うこと、それらを組み合わせること。 
 （    ）運動では、支持系や懸垂系の基本的な技を滑らかに行うこと、条件を変え
た技、発展技を行うこと、それらを組み合わせること。 
 平均台運動では、体操系や（      ）系の基本的な技を滑らかに行うこと、条件
を変えた技、発展技を行うこと、それらを組み合わせること。 
 （    ）運動では、切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに行うこと、条件を
変えた技、発展技を行うこと。 
器械運動に積極的に取り組むとともに、よい（     ）を認めようとすること、分担し
た役割を果たそうとすることなどや、（     ）に気を配ることができるようにする。
器械運動の（    ）や成り立ち、技の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解し、
（     ）に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 
C 陸上競技 
1）次の運動について、（    ）の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、基本的な動き
や効率のよい動きをみにつけることができるようにする。 
 短距離走・（     ）では、滑らかな動きで（    ）走ること、長距離走では、
（     ）を守り一定の距離を走ること、ハードル走では、（      ）な走り
から滑らかにハードルを越すこと。 
 走り幅跳びでは、（     ）に乗った助走から素早く踏み切って跳ぶこと、
（     ）では、リズミカルな助走から力強く踏み切って大きな動作で跳ぶこと。 
 
2）陸上競技に積極的に取り組むとともに、（     ）などを認め、ルールや（    ）
を守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすることなどや、健康・安全に気を配
ることができるようにする。 
3）陸上競技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、関連して高まる（     ）など
を理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 
水泳 
1）次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、（     ）を身に
つけることができるようにする。 
 クロールでは、足と手、呼吸のバランスをとり（     ）泳ぐこと。 
 平泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスをとり（     ）泳ぐこと。 
 背泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスをとり泳ぐこと。 
 （      ）では、手と足、呼吸のバランスをとりおよぐこと。 
水泳に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうとすること、
分担した役割を果たそうとすることなどや、水泳の（     ）防止に関する心得など
健康・安全に気を配ることができるようにする。 







 体ほぐしの運動では、（  ）と体は互いに（    ）し変化することに気付き、体の
状態に応じて体の調子を整え、仲間と積極的に（     ）するための手軽な運動や
（     ）な運動を行うこと。 
 体力を高める運動では、ねらいに応じて、健康の保持増進や（     ）のとれた体
力の向上を図るための運動の計画を立て取り組むこと。 
体つくり運動に（     ）的に取り組むとともに、体力の違いに（     ）しよう
とすること、自己の（      ）を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保す
ることができるようにする。 







 （     ）運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに（    ）して行
うこと、条件を変えた技、発展技を行うこと、それらを（    ）し演技すること。 
 （     ）運動では、支持系や懸垂系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、
条件を変えた技、発展技を行うこと、それらを構成し演技すること。 
 （     ）運動では、体操系やバランス系の基本的な技を滑らかに安定して行うこ
と、条件を変えた技、発展技を行うこと、それらを構成し演技すること。 
 （     ）運動では、切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに安定して行うこ
と、条件を変えた技、発展技を行うこと。 
器械運動に自主的に取り組むとともに、よい演技を（       ）とすること、自己の
責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を（    ）することができるようにす
る。 
技の名称や行い方、体力の高め方、（      ）の方法などを理解し、自己の課題に応
じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 
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1）次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、（      ）の技
能を身に付けることができるようにする。 
 短距離走・リレーでは、（     ）へのつなぎを滑らかにするなどして速く走ること、
長距離走では、（     ）に適したペースを維持して走ること、ハードル走では、ス
ピードを維持した走りからハードルを低く越すこと。 
 走り幅跳びでは、スピードに乗った助走から（     ）踏み切って跳ぶこと、走り
高跳びでは、リズミカルな助走から力強く踏み切り滑らかな（      ）動作で跳
ぶこと。 
 
2）陸上競技に（     ）に取り組むとともに、勝敗などを（     ）受け止め、
ルールやマナーを（      ）にしようとすること、（        ）を果たそ
うとすることなどや、健康・安全を（     ）することができるようにする。 
3）（    ）の名称や行い方、（    ）の高め方、（       ）の方法などを
理解し、自己の（      ）に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 
水泳 
1）次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、（     ）に泳ぐ
ことができるようにする。 
 クロールでは、足と手、呼吸のバランスを（     ）、（     ）したペースで





 （    ）の泳法で泳ぐこと、又は（     ）をすること。 











ア 第 1 学年及び第 2 学年においては、（          ）から（         ）までにつ
いては、（     ）の生徒に履修させること。その際、「A 体つくり運動」及び「H 体育理論」につ
いては、（   ）学年にわたって履修させること。 
 
イ 第 3 学年においては、「A 体つくり運動」及び「H 体育理論」については、（    ）の生徒に履
修させること。「B 器械運動」、（          ）、「D 水泳」及び「G ダンス」についてはこれら
の中から（     ）以上を、「E 球技」及び（       ）についてはこれらの中から（     ）
以上をそれぞれ選択して履修できるようにすること。 
 
（2） 内容の「A 体つくり運動」から「H 体育理論」までに示す事項については、次のとおり取り扱う
ものとする。 
ア 「A 体つくり運動」の（1）の（   ）の運動については、（        ）から「G ダンス」
までにおいても関連を図って指導することができるとともに、（         ）など保健分野との
関連を図ること。また、「A 体つくり運動」の（1）の（   ）の運動については、第 1 学年及び第 2
学年においては、動きを（     ）する能力を高めることに留意すること。第 3 学年においては、
（      ）的に取り組める運動例を取り上げるなど指導方法の工夫を図ること。 
 
イ 「B 器械運動」の（1）の運動については、第 1 学年及び第 2 学年においては、アからエまでの中か






エ 「D 水泳」の（1）の運動については、第 1 学年及び第 2 学年においては、アからエまでの中からア
又は（   ）のいずれかを含む（   ）を選択して履修できるようにすること。第 3 学年において
は、アから（    ）までの中から選択して履修できるようにすること。また、泳法との関連におい
て（    ）からのスタート及び（     ）を取り上げること。なお、水泳の指導については、
適切な水泳場の確保が困難な場合にはこれを扱わないことができるが、水泳の（     ）防止に関
する心得については、必ず取り上げること。また、保健分野の（         ）との関連を図る
こと。 
オ 「E球技」の（1）の運動については、第 1 学年及び第 2学年においては、アからウまでを（      ）
の生徒に履修させること。第 3 学年においては、アからウまでの中から（   ）を選択して履修でき
るようにすること。また、アについては、（        ）、ハンドボール、（       ）の中
から、イについては、（          ）、卓球、（       ）、バドミントンの中から、ウ
については、（         ）を適宜取り上げることとし、地域や学校の実態に応じて、その他の
運動についても履修させることができること。なお、（   ）の実施に当たり、十分な広さの運動場の
確保が難しい場合は指導方法を工夫して行うこと。 
 
カ 「F 武道」の（1）の運動については、アからウまでの中から（   ）を選択して履修できるよう
にすること。なお、地域や学校の実態に応じて、（      ）などのその他の武道についても履修さ
せることができること。また、（      ）などの確保が難しい場合は指導方法を工夫して行うとと
もに、学習段階や個人差を踏まえ、（     ）的な指導を行うなど（      ）の確保に十分留
意すること。 
 
キ 「G ダンス」の（1）の運動については、アから（   ）までの中から選択して履修できるように
すること。なお、地域や学校の実態に応じて、その他のダンスについても履修させることができること。
 
ク 第 1 学年及び第 2 学年の内容の「H 体育理論」については、（1）は第（  ）学年、（2）は第（   ）
学年で取り上げること。 
 
（1） 内容の「A 体つくり運動」から「G ダンス」までの領域及び運動の選択並びにその指導に当たっ
ては、地域や学校の実態及び生徒の（    ）等を考慮するものとする。その際、指導に当た
っては、内容の「B 器械運動」から「G ダンス」までの領域については、それぞれの運動の特性
に触れるために必要な（     ）を生徒自ら高めるように留意するものとする。 
 
（2） 自然とのかかわりの深い（      ）、スケートや（    ）活動などの指導については、
地域や学校の実態に応じて積極的に行うことに留意するものとする。 
 
（3） （     ）、整頓、列の増減、方向変換などの行動の仕方を身に付け、能率的で安全な
（       ）としての行動ができるようにするための指導については、内容の「A 体つく
り運動」から「G ダンス」までの領域において適切に行うものとする。 
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氏名             
 
最初の東京オリンピックが開催されたのは、（      ）年であり、次は（      ）年に開催
される。 
 
近代オリンピックの父といえば、フランス人の（                 ）男爵である。 
 
国際オリンピック委員会をアルファベット 3文字で（       ）という。 
 
日本オリンピック委員会をアルファベット 3文字で（       ）という。 
世界アンチドーピング機構をアルファベット 4文字で（        ）という。 
五大陸のうち、いまだにオリンピックが開催されていない大陸は？ 
（           ） 
 
1988 年の（      ）オリンピックで陸上男子 100ｍのカナダ代表（             ）
は禁止薬物の使用が発覚した為、金メダルをはく奪された。 
 
現在の陸上男子 100ｍの世界記録保持者は（          ）代表の（           ）
選手である。 
 
公式の陸上トラック１週は（     ）ｍである。 
 
捻挫などをした際の応急処置の手順は、「安静、冷却、圧迫、拳上」であるが、これをアルファベット 4
文字で（        ）処置という。 
 
現在、日本のプロ野球はセリーグ、パリーグ合わせて合計（    ）球団である。 
 
野球、バスケットボール、ハンドボールの両チームの出場選手（ベンチは除く）を合計すると（    ）
人になる 
 
サッカーで 1人の選手が 1試合で 3得点することを（           ）という。 
 
ペナルティエリアで反則したチームへの罰となるキックを（          ）という。
 
サッカーのゴールの高さは（       ）ｍである。 
 
「ブンデスリーガ」といえば、（      ）のサッカーリーグである。 
 
 
サッカーW杯で初めてゴールを挙げた日本人といえば（            ） 
 
リーガ・エスパニョーラといえば（        ）のサッカーリーグである。 
 
サッカーでゴールキーパーを除いた守備側プレイヤーより攻撃側プレイヤーがゴール側で
パスを受けとる反則を（          ）という。 
 
バレーボールは 1895年にアメリカ人の（              ）により考案された。 
 
バレーボールのネットの高さは一般男子で（       ）ｍ一般女子で（       ）ｍであ
る。 





（   ）ｍ×（   ）ｍである。 
 
バスケットボールのリングの高さは（      ）ｍである。 
 
バスケットボールのコートの広さは？ 
（   ）ｍ×（   ）ｍである。 
 




（   ）分×（   ） 
 
バスケットボールは 1891年にアメリカ人の（              ）により考案された。 
 
バスケットボールにおいてボールを保持した時点から（     ）秒以内にシュートをうたなければ
相手チームのボールになる。 
現在イチロー選手が所属している球団は（                ）である。 
 
フルマラソンの距離は（          ）ｋｍである。 
 
卓球は通常 3ゲーム先取した方が勝ちであり、各ゲームは（    ）点先取である。 
 
 
卓球で使用するボールの直径は（     ）ｍｍである。 
 
ウェイトトレーニングの BIG3 スリーといえば（          ）、（          ）、 
（          ）である。 
 






































横綱、大関、（     ）、小結、（      ） 
 
テニスの全英オープン選手権の別名は（         ）選手権である。 
 




無安打無得点試合とも呼ばれる「ノーヒット・ノーラン」は、四死球と（     ）による出塁は対
象外である 
 
１試合で単打、二塁打、三塁打、本塁打を同一打者が打つことを（          ）という。 
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表4 体育分野の領域及び内容の取扱い 
 領域及び領域の内容 1年 2年 内容の取扱い 領域及び領域の内容 3年 内容の取扱い
【A体つくり運動】 【A体つくり運動】
ア　体ほぐしの運動 ア　体ほぐしの運動
イ　体力を高める運動 イ　体力を高める運動
【B器械運動】 【B器械運動】
ア　マット運動 ア　マット運動
イ　鉄棒運動 イ　鉄棒運動
ウ　平均台運動 ウ　平均台運動
エ　跳び箱運動 エ　跳び箱運動
【C陸上競技】 【C陸上競技】
【D水泳】 【D水泳】
ア　クロール ア　クロール
イ　平泳ぎ イ　平泳ぎ
ウ　背泳ぎ ウ　背泳ぎ
エ　バタフライ エ　バタフライ
【E球技】 【E球技】
ア　ゴール型 ア　ゴール型
イ　ネット型 イ　ネット型
ウ　ベースボール型 ウ　ベースボール型
【F武道】 【F武道】
ア　柔道 ア　柔道
イ　剣道 イ　剣道
ウ　相撲 ウ　相撲
【Gダンス】 【Gダンス】
ア　創作ダンス ア　創作ダンス
イ　フォークダンス イ　フォークダンス
【H体育理論】 【H体育理論】
必修 必修
ア、イ必修
（各学年7単位時
間以上）
必修
ア、イ必修
（各学年7単位時
間以上）
必修
2年間でアを含む
②選択
B,C
D,G
から①
以上
選択
ア～エから選択
必修
2年間でア及びイ
のそれぞれから
選択
ア及びイのそれぞ
れから選択
ア～オから選択
ア　短距離走・リレー、
　　長距離走又は
　　ハードル走
ア　短距離走・リレー、
　　長距離走又は
　　ハードル走
イ　走り幅跳び又は
　　走り高跳び
イ　走り幅跳び又は
　　走り高跳び
必修
2年間でア又はイ
を含む②選択
オ　複数の泳法で泳ぐ
　　 又はリレー
B,C
D,G
から①
以上
選択
ア～ウから選択
ウ　現代的なリズムの
　　 ダンス
ウ　現代的なリズムの
　　 ダンス
必修
2年間でア～ウの
すべてを選択
E,F
から①
以上
選択
ア～ウから②選択
必修
2年間でア～ウか
ら①選択
ア～ウから①選択
必修
2年間でア～ウか
ら
選択
必修 必修
（1）第1学年必修
（2）第2学年必修
（各学年3単位時
間以上）
必修
（1）第3学年必修
（3単位時間以上）
（1）運動やスポーツの
　　 多様性
（1）文化としての
スポーツの意義（2）運動やスポーツが
　　 心身の発達に与
　　 える効果と安全
